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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
2019年夏号（114号）をお届けします。
元号が令和になって初めての発行です。新し
い時代も、宜しくお願い申し上げます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◇　平成が終わりました。私の個人的経験も
踏まえ、変動の激しかった平成の不動産流通
市況を振り返ってみます。

◇　平成はバブルでスタートし、平成3年く
らいまで続きました。
　新築マンション販売においては、購入申込
者が多数押し寄せ、抽選倍率が100倍を超え
ることは珍しくなく、即日完売なども頻繁に
ありました。
　中古住宅市場においても価格は高騰しまし
た。一般消費者の購入意欲は旺盛で、中古物
件も品薄になるなど、売り手市場になってい
ました。また、不動産買取り業者などは、買
取転売を繰り返して儲けていました。

◇　平成3年あたりからバブル崩壊の局面に
入り、新築物件、中古物件を問わず、徐々に
売り手市場から買い手市場に変化してきまし
た。
　新築物件においては、購入申込みの勢いが
衰えはじめ、売れ残り物件が出ることが普通
になってきました。
　中古物件に目を向けると、売顧客はバブル
期に高く売れていたことが印象に残り、買い
顧客と条件が折り合わず、価格調整局面が続
きました。

◇　平成10年前後数年は、平成において不動
産流通市況が一番厳しかった時期ではないで
しょうか。相場は底を打ったとは言われてい
たものの、価格上昇に転じることなく、低空
飛行が続きました。

◇　平成16年ごろからいわゆるミニバブルの

様相を呈し、新築、中古問わずに売れ行きが
好調になり、相場も上がってきました。しか
し、平成19年からサブプライムローン危機、
リーマンショックと続き、あっという間に市
場は冷え込んでしまいました。

◇　平成22年ごろから不動産流通市場は徐々
に回復し、特にタワーマンションがブームに
なりました。相場も都心部などを中心に価格
上昇し、その後も堅調に推移して平成の終り
を迎えました。

◇　いずれにしても、平成は、不動産流通に
とっても、波乱の時代でした。さて、令和は
どうなるのでしょう。四半世紀ぶりに不動産
業ビジョンが策定されましたが、新しい時代
を、関係者が協力して切り拓いていきたいも
のです。
� （鎌田）
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